
デバイス管理の基本

次のトピックでは、Firepowerシステムでデバイスを管理する方法について説明します。

•デバイス管理について（1ページ）
• [デバイス管理（Device Management）]ページ（5ページ）
•リモート管理の設定（7ページ）
• Firepower Management Centerへのデバイスの追加（7ページ）
• Firepower Management Centerからのデバイスの削除（9ページ）
•デバイスコンフィギュレーションの設定（10ページ）
•インターフェイステーブルビュー（23ページ）
•デバイスグループ管理（25ページ）
• Firepower 1000/2100シリーズの SNMPの設定（27ページ）

デバイス管理について
Firepower Management Centerを使用してデバイスを管理します。

Firepower Management Centerについて
FirepowerManagement Centerを使用して、Firepowerシステムを構成するすべてのデバイスを管
理できます。デバイスを管理するには、Firepower Management Centerとデバイスの間に、双方
向の SSL暗号化通信チャネルをセットアップします。Firepower Management Centerはこのチャ
ネルを使用して、そのデバイスへのネットワークトラフィックの分析および管理の方法に関す

る情報をそのデバイスに送信します。そのデバイスはトラフィックを評価すると、イベントを

生成し、同じチャネルを使用してそれらのイベントを FirepowerManagement Centerに送信しま
す。

Firepower Management Centerを使用してデバイスを管理すると、以下の利点があります。

•すべてのデバイスのポリシーを一箇所から設定できるため、設定の変更が容易になりま
す。

•さまざまなタイプのソフトウェアアップデートをデバイスにインストールできます。
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•ヘルスポリシーを管理対象デバイスに適用して、Firepower Management Centerからデバイ
スのヘルスステータスを監視できます。

Firepower Management Centerは、侵入イベント、ネットワーク検出情報、およびデバイスのパ
フォーマンスデータを集約して相互に関連付けます。そのため、ユーザはデバイスが相互の関

連でレポートする情報をモニタして、ネットワーク上で行われている全体的なアクティビティ

を評価することができます。

Firepower Management Centerを使用することで、デバイス動作のほぼすべての側面を管理でき
ます。

Firepower Management Centerは、http://www.cisco.com/c/en/us/support/security/defense-center/
products-device-support-tables-list.htmlで使用可能な互換性マトリックスで指定されている特定の
以前のリリースを実行しているデバイスを管理できますが、これらの以前のリリースのデバイ

スでは新しい機能は利用できません。

（注）

Firepower Management Centerで管理できるデバイス
Firepower Management Centerを Firepowerシステムの展開環境における中央の管理ポイントと
して使用して、次の各デバイスを管理することができます。

• 7000および 8000シリーズデバイス

• ASA FirePOWERモジュール

• NGIPSvデバイス

• Firepower Threat Defense（物理ハードウェアと仮想）

デバイスを管理する際の情報は、SSLで暗号化されたセキュアな TCPトンネルを介して、
Firepower Management Centerとデバイスの間で送信されます。

以下の図に、Firepower Management Centerと管理対象デバイスの間で送信される情報をリスト
します。アプライアンス間で送信されるイベントとポリシーのタイプは、デバイスタイプに基

づくことに注意してください。
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ポリシーとイベント以外の機能

Firepower Management Centerでは、ポリシーをデバイスに展開したり、デバイスからイベント
を受信するだけでなく、以下のデバイス関連のタスクも実行できます。

デバイスのバックアップ

NGIPSvデバイスや ASA FirePOWERモジュールのバックアップファイルを作成、復元するこ
とはできません。

物理的な管理対象デバイス自体からそのバックアップを実行する場合は、デバイス設定のみを

バックアップできます。設定データと統合ファイル（任意）をバックアップするには、管理用

のFirepower Management Centerを使用してデバイスのバックアップを実行します。

イベントデータをバックアップするには、管理FirepowerManagementCenterのバックアップを
実行します。

デバイスの更新

シスコは適宜、Firepowerシステムの更新プログラムをリリースしています。これらのアップ
デートには以下が含まれます。

•侵入ルールの更新（新しいルールや更新された侵入ルールが含まれる場合があります）

•脆弱性データベース（VDB）の更新

•地理位置情報の更新

•ソフトウェアパッチおよびアップデート

Firepower Management Centerを使用して、管理対象デバイスに更新プログラムをインストール
できます。

NAT環境
ネットワークアドレス変換（NAT）とは、ルータを介したネットワークトラフィックの送受
信方式であり、送信元または宛先 IPアドレスの再割り当てが行われます。NATの最も一般的
な用途は、プライベートネットワークがインターネットと通信できるようにすることです。ス

タティック NATは 1:1変換を実行し、デバイスとの FMC通信に支障はありませんが、ポート
アドレス変換（PAT）がより一般的です。PATでは、単一のパブリック IPアドレスと一意の
ポートを使用してパブリックネットワークにアクセスできます。これらのポートは必要に応じ

て動的に割り当てられるため、PATルータの背後にあるデバイスへの接続は開始できません。

通常は、ルーティングと認証の両方の目的で両方の IPアドレス（登録キー付き）が必要です。
デバイスを追加する際には、FMCがデバイスの IPアドレスを指定し（Firepower Management
Centerへのデバイスの追加（7ページ）を参照してください）、デバイスが FMCの IPアド
レスを指定します（お使いのモデルのスタートアップガイドを参照してください。または、初

期セットアップ後に設定を変更するには、管理インターフェイスを参照してください）。ただ

し、IPアドレスの1つのみがわかっている場合（ルーティング目的の最小要件）は、最初の通
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信用に信頼を確立して正しい登録キーを検索するために、接続の両側に一意の NAT IDを指定
する必要もあります。FMCおよびデバイスでは、初期登録の認証と承認を行うために、登録
キーおよび NAT ID（IPアドレスではなく）を使用します。

たとえば、デバイスを FMCに追加したときにデバイスの IPアドレスがわからない場合（たと
えばデバイスが PATルータの背後にある場合）は、NAT IDと登録キーのみを FMCに指定し
ます。IPアドレスは空白のままにします。デバイス上で、FMCの IPアドレス、同じNATID、
および同じ登録キーを指定します。デバイスが FMCの IPアドレスに登録されます。この時点
で、FMCは IPアドレスの代わりに NAT IDを使用してデバイスを認証します。

NAT環境では NAT IDを使用するのが最も一般的ですが、NAT IDを使用することで、多数の
デバイスを簡単に FMCに追加することができます。FMCで、追加するデバイスごとに IPア
ドレスは空白のままにして一意の NAT IDを指定し、次に各デバイスで、FMCの IPアドレス
と NAT IDの両方を指定します。注：NAT IDはデバイスごとに一意でなければなりません。

次の例に、PAT IPアドレスの背後にある 3台のデバイスを示します。この場合、FMCとデバ
イスの両方でデバイスごとに一意の NAT IDを指定し、デバイス上の FMCの IPアドレスを指
定します。

図 1 : PATの背後にある管理対象デバイスの NAT ID

次の例に、PAT IPアドレスの背後にある FMCを示します。この場合、FMCとデバイスの両方
でデバイスごとに一意の NAT IDを指定し、FMC上のデバイスの IPアドレスを指定します。
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図 2 : PATの背後にある FMCの NAT ID

[デバイス管理（Device Management）]ページ
[デバイス管理（Device Management）]ページには、登録されたデバイス、7000および 8000シ
リーズデバイスのハイアベイラビリティペア、およびデバイスグループを管理するために使

用できる、一連の情報とオプションが表示されます。このページには、現在FirepowerManagement
Centerに登録されているすべてのデバイスの一覧が表示されます。

このページには、Firepower Management Centerによって管理されている破損したデバイスの数
も表示されます。ドリルダウンして、破損したデバイスの名前や IPアドレスを特定すること
ができます。

[表示方法（Viewby）]ドロップダウンリストを使用すると、グループ、ライセンス、モデル、
またはアクセスコントロールポリシーのいずれかのカテゴリでデバイス一覧をソートして表

示できます。マルチドメイン導入では、ドメイン（その導入のデフォルトの表示カテゴリ）を

基準にソートして表示することもできます。デバイスはリーフドメインに属している必要があ

ります。

ヘルスモニタリングステータスごとや、展開ステータスごとにデバイスを表示することもで

きます。

デバイスカテゴリに属するデバイスの一覧は、展開または縮小表示できます。デフォルトで

は、デバイス一覧が展開されます。

デバイス一覧の詳細については、以下の表を参照してください。
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表 1 : [デバイス一覧（Device List）]のフィールド

説明フィールド

FirepowerManagement Centerでデバイスに使用
されている表示名。名前の左側にあるステー

タスアイコンは、その名前の現在のヘルスス

テータスを示します。

Name

管理対象デバイスを割り当てたグループ。グループ

管理対象デバイスのモデル。モデル

管理対象デバイスに現在インストールされて

いるソフトウェアのバージョン。

バージョン

管理対象デバイスのシャーシマネージャの

URL。URLを使用して、FirepowerManagement
Centerから Firepower ChassisManagerをクロス
起動できます。

シャーシ

管理対象デバイスで有効なライセンス。ライセンス

現在導入されているアクセスコントロールポ

リシーへのリンク。システムがアクセスコン

トロールポリシーを古いものとして識別する

と、そのリンクの横に警告アイコン（ ）が

表示されます。

アクセスコントロールポリシー（Access
Control Policy）

関連トピック

Firepowerライセンスについて
ヘルスモニタリングについて

アクセスコントロールポリシーの管理

管理対象デバイスのフィルタリング

アクセスサポートされるド

メイン数

サポートされるデ

バイス数

従来のライセンススマートライセ

ンス

Admin/Network
Admin

リーフのみいずれか（Any）いずれか（Any）いずれか（Any）

Firepower Management Centerが大量のデバイスを管理する場合、[デバイス管理（Device
Management）]ページの結果を絞り込むことで特定のデバイスを見つけやすくなります。

ステップ 1 [Devices] > [Device Management]を選択します。
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ステップ 2 デバイスのリストを絞り込むには、[デバイス検索（Search Device）]フィールドにデバイス名、ホスト名
または IPアドレスの全体または一部を入力します。

ステップ 3 フィルタをクリアするには、[デバイス検索（Search Device）]フィールドをクリアします。

リモート管理の設定

7000および 8000シリーズを除くすべてのデバイス

リモート管理設定の詳細については、デバイスのクイックスタートガイドを参照してくださ

い。

7000および 8000シリーズデバイス

リモート管理の設定（従来型デバイス）を参照してください。

Firepower Management Centerへのデバイスの追加
アクセスサポートされるド

メイン数

サポートされるデ

バイス数

従来のライセンススマートライセ

ンス

Admin/Network
Admin

いずれか（Any）いずれか（Any）いずれか（Any）いずれか（Any）

FirepowerManagementCenterに1つのデバイスを追加するには、ここに示す手順を実行します。
冗長性やパフォーマンスのためにデバイスをリンクする場合、次の点を念頭に置いて、この手

順を実行する必要があります。

• 8000シリーズスタック：この手順を使用して各デバイスを Firepower Management Center
に追加した後、スタックを確立します（デバイススタックの確立を参照）。

• 7000および 8000シリーズハイアベイラビリティ：この手順を使用して各デバイスを
Firepower Management Centerに追加した後、高可用性を確立します（Firepower 7000/8000
シリーズハイアベイラビリティの確立を参照）。ハイアベイラビリティスタックの場

合、デバイスをスタックしてから、スタック間のハイアベイラビリティを確立します。

• FTDハイアベイラビリティ：この手順を使用して各デバイスを Firepower Management
Centerに追加した後、高可用性を確立します（Firepower Threat Defenseハイアベイラビリ
ティペアの追加を参照）。

• FTDクラスタ：クラスタユニットが FXOSに正常に形成されたクラスタであることを確
認し、次の手順を使用して、クラスタユニットのいずれかを FirepowerManagement Center
に追加します。FMCは、他のすべてのクラスタメンバーを自動検出します。詳細につい
ては、FMC：クラスタの追加を参照してください。
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FirepowerManagement Centerハイアベイラビリティを確立したか、または確立する予定がある
場合、デバイスをアクティブな（またはアクティブにする予定の）FirepowerManagementCenter
にのみ追加します。ハイアベイラビリティを確立すると、アクティブ Firepower Management
Centerに登録されたデバイスが自動的にスタンバイに登録されます。

（注）

始める前に

•デバイスを Firepower Management Centerの管理対象として設定します。7000および 8000
シリーズデバイスについては、管理対象デバイス上のリモート管理の設定を参照してくだ

さい。他のモデルのリモート管理設定の詳細については、該当するクイックスタートガ

イドを参照してください。

• IPv4を使用して登録した Firepower Management Centerとデバイスを IPv6に変換する場合
は、デバイスをいったん削除してから再登録する必要があります。

ステップ 1 [Devices] > [Device Management]を選択します。

ステップ 2 [追加（Add）]ドロップダウンメニューから、[デバイスの追加（Add Device）]を選択します。

ステップ 3 [ホスト（Host）]フィールドに、追加するデバイスの IPアドレスまたはホスト名を入力します。

デバイスのホスト名は、完全修飾ドメイン名またはローカル DNSで有効な IPアドレスに解決される名
前です。ネットワークで IPアドレスの割り当てにDHCPを使用している場合は、IPアドレスではなく、
ホスト名を使用します。

NAT環境では、Firepower Management Centerの管理対象としてデバイスを設定するときに Firepower
Management Centerの IPアドレスまたはホスト名をすでに指定した場合、デバイスの IPアドレスまたは
ホスト名を指定する必要がない場合があります。詳細については、NAT環境（3ページ）を参照して
ください。

ステップ 4 [表示名（Display Name）]フィールドに、Firepower Management Centerでのデバイスの表示名を入力しま
す。

ステップ 5 [登録キー（Registration Key）]フィールドに、Firepower Management Centerの管理対象としてデバイスを
設定したときに使用したのと同じ登録キーを入力します。登録キーは、1回限り使用可能な共有シーク
レットです。

ステップ 6 マルチドメイン展開では、現在のドメインに関係なく、デバイスをリーフドメインに割り当てます。

現在のドメインがリーフドメインである場合、デバイスは自動的に現在のドメインに追加されます。現

在のドメインがリーフドメインでない場合、登録後、デバイスを設定するために、リーフドメインに切

り替える必要があります。

ステップ 7 必要に応じて、デバイスをデバイスグループに追加します。

ステップ 8 登録後すぐに、デバイスに展開する最初の [アクセスコントロールポリシー（Access Control Policy）]を
選択するか、新しいポリシーを作成します。
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デバイスが選択したポリシーに適合しない場合、展開は失敗します。この不適合には、複数の要因が考

えられます。たとえば、ライセンスの不一致、モデルの制限、パッシブとインラインの問題、その他の

構成ミスなどです。この障害の原因を解決した後、デバイスに手作業で設定を行います。

ステップ 9 デバイスに適用するライセンスを選択します。

従来型のデバイスでは、次の点に注意してください。

•コントロール、マルウェア、URLフィルタリングライセンスには、保護ライセンスが必要です。

• VPNライセンスでは、7000または 8000シリーズデバイスを必要とします。

•コントロールライセンスは、NGIPSvとASAFirePOWERデバイスでサポートされていますが、8000
シリーズ Fastpathルール、スイッチング、ルーティング、スタック、デバイスのハイアベイラビリ
ティを設定することはできません。

ステップ 10 デバイスの設定時に、NAT IDを使用した場合、[詳細（Advanced）]セクションを展開し、[一意の NAT
ID（Unique NAT ID）]フィールドに同じ NAT IDを入力します。

ステップ 11 [パケットの転送（Transfer Packets）]チェックボックスをオンにし、デバイスで Firepower Management
Centerにパケットを転送することを許可します。

このオプションは、デフォルトで有効です。このオプションを有効にして IPSやSnortなどのイベントが
トリガーされた場合は、デバイスが検査用としてイベントメタデータ情報とパケットデータをFirepower
Management Centerに送信します。このオプションを無効にした場合は、イベント情報だけが Firepower
Management Centerに送信され、パケットデータは送信されません。

ステップ 12 [登録（Register）]をクリックします。

FirepowerManagementCenterがデバイスのハートビートを確認して通信を確立するまでに、最大 2分かか
る場合があります。

関連トピック

基本的なアクセスコントロールポリシーの作成

Firepower Management Centerからのデバイスの削除
アクセスサポートされるド

メイン数

サポートされるデ

バイス数

従来のライセンススマートライセ

ンス

Admin/Network
Admin

いずれか（Any）いずれか（Any）いずれか（Any）いずれか（Any）

デバイスを管理する必要がなくなった場合、Firepower Management Centerからそのデバイスを
削除できます。デバイスを削除すると、以下のようになります。

• Firepower Management Centerとそのデバイスとの間のすべての通信が切断されます。

• [デバイス管理（Device Management）]ページからデバイスが削除されます。
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•プラットフォーム設定ポリシーで、NTPを介して FirepowerManagement Centerから時間を
受信するようにデバイスが設定されている場合は、デバイスがローカル時間管理に戻され

ます。

デバイスを後者で管理するには、デバイスを FirepowerManagement Centerに再度追加します。

デバイスを削除し、再び追加すると、Firepower Management Center Webインターフェイスに
よって、アクセスコントロールポリシーを再適用するよう求められます。ただし、登録時に

NATと VPNポリシーを再適用するオプションはありません。以前に適用された NATまたは
VPN設定はすべて登録時に削除されるため、登録が完了した後に再適用する必要があります。

（注）

ステップ 1 [Devices] > [Device Management]を選択します。

ステップ 2 削除するデバイスの横にある削除アイコン（ ）をクリックします。

ステップ 3 デバイスを削除することを確認します。

デバイスコンフィギュレーションの設定
アプライアンスエディタの [デバイス（Device）]ページには、詳細なデバイス設定および情報
が表示されます。また、デバイス設定の一部（ライセンスの有効化と無効化、デバイスのシャッ

トダウンと再起動、管理の変更、詳細オプションの設定など）を変更することもできます。

一般的なデバイスの設定

[デバイス（Device）]タブの [全般（General）]セクションには、以下の表に記載された設定を
表示します。

表 2 : [全般（General）]セクションテーブルのフィールド

説明フィールド

FirepowerManagement Centerでのデバイスの表
示名。

Name

管理対象デバイスがイベントを含むパケット

データを Firepower Management Centerに送信
するかどうかを表示します。

パケット転送（Transfer Packets）

デバイス管理の基本
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説明フィールド

デバイスの管理インターフェイスのモード

（[ルーテッド（routed）]または [トランスペ
アレント（transparent）]）を表示します。

Firepower Threat Defenseデバイスの
みに [モード（Mode）]フィールド
が表示されます。

（注）

[モード（Mode）]

デバイスのセキュリティ認定準拠が表示され

ます。有効な値は、CC、UCAPLおよび None
です。

コンプライアンスモード

デバイスライセンスの設定

[デバイス（Device）]タブの [ライセンス（License）]セクションでは、そのデバイスに対して
有効になっているライセンスが表示されます。

関連トピック

Firepowerライセンスについて

デバイスシステムの設定

[デバイス（Device）]タブの [システム（System）]セクションには、次の表に示すように、シ
ステム情報の読み取り専用テーブルが表示されます。

表 3 : [システム（System）]セクションテーブルのフィールド

説明フィールド

管理対象デバイスのモデル名と番号。Model

管理対象デバイスのシャーシのシリアル番号。Serial

デバイスの現在のシステム時刻。Time

管理対象デバイスに現在インストールされて

いるソフトウェアのバージョン。

Version

管理対象デバイスに現在展開されているプラッ

トフォーム設定ポリシーへのリンク。

ポリシー

デバイス管理の基本
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説明フィールド

関連付けられているデバイスのインベントリ

詳細情報へのリンク。このフィールドは、た

とえば Firepower 2100または Firepower
4100/9300のコンテナインターフェイスなど、
一部のプラットフォームの場合にのみ表示さ

れます。コンテナインターフェイスの情報を

更新するには、[更新（Update）]をクリック
します。たとえば、リソースプロファイルを

変更した場合は、インベントリの更新を適用

することで高可用性ペアの不一致の問題を回

避します。それ以外の場合、この情報はポリ

シーの変更を展開すると更新されます。

インベントリ

デバイスをシャットダウンまたは再起動することもできます。

デバイスヘルスの設定

[デバイス（Device）]タブの [ヘルス（Health）]セクションには、以下の表に記載された情報
を表示します。

表 4 : [ヘルス（Health）]セクションテーブルのフィールド

説明フィールド

デバイスの現在のヘルスステータスを表すア

イコン。アイコンをクリックすると、アプラ

イアンスのヘルスモニタが表示されます。

Status

現在デバイスで展開されている、読み取り専

用バージョンの正常性ポリシーへのリンク。

ポリシー

[ヘルスブラックリスト（Health Blacklist）]
ページへのリンク。このページでは、ヘルス

ブラックリストモジュールを有効または無効

に設定できます。

ブラックリスト

関連トピック

アプライアンスヘルスモニタの表示

正常性ポリシーの編集

正常性ポリシーモジュールのブラックリスト登録

デバイス管理の基本
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デバイス管理設定

[デバイス（Device）]タブの [管理（Management）]セクションには、以下の表に記載された
フィールドを表示します。

表 5 : [管理（Management）]セクションテーブルのフィールド

説明フィールド

デバイスの IPアドレスまたはホスト名。ホス
ト名は、完全修飾ドメイン名またはローカル

DNSで有効な IPアドレスに解決される名前
（つまり、ホスト名）です。

ホスト

FirepowerManagement Centerと管理対象デバイ
ス間の通信チャネルのステータスを示すアイ

コン。ステータスアイコンにポインタを置く

と、FirepowerManagement Centerが最後にデバ
イスにアクセスした時間を表示することがで

きます。

ステータス

デバイスの詳細設定

[デバイス（Device）]タブの [詳細設定（Advanced）]セクションには、以下で説明する詳細設
定のテーブルが表示されます。上記の設定は、いずれも [詳細設定（Advanced）]セクションを
使用して編集できます。

表 6 : [詳細設定（Advanced）]セクションのテーブルのフィールド

サポートされるデバイス説明フィールド

7000 & 8000シリーズ

NGIPSv

ASA FirePOWER

Firepower Threat Defense

デバイスでの自動アプリケー

ションバイパスの状態。

Application Bypass

自動アプリケーションバイパ

スのしきい値（ミリ秒）。

Bypass Threshold

7000 & 8000シリーズデバイスで、ルーテッドイン

ターフェイスで受信した自己

を宛先とするトラフィック

（ICMP、DHCP、およびOSPF
トラフィックなど）を検査す

るかどうかを示します。

ローカルルータトラフィック

を検査する（Inspect Local
Router Traffic）

8000シリーズデバイスで作成されている

8000シリーズ高速パスルール
の数。

高速パスルール（Fast-Path
Rules）

デバイス管理の基本
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デバイス情報の表示

アクセスサポートされるド

メイン数

サポートされるデ

バイス数

従来のライセンススマートライセ

ンス

Admin/Network
Admin

いずれか（Any）いずれか（Any）いずれか（Any）いずれか（Any）

マルチドメイン展開では、先祖ドメインは、子孫ドメイン内のすべてのデバイスに関する情報

を表示できます。デバイスを編集するリーフドメインに位置している必要があります。

ステップ 1 [Devices] > [Device Management]を選択します。

ステップ 2 表示するデバイスの横にある編集アイコン（ ）をクリックします。

マルチドメイン展開では、先祖ドメインに位置している場合、表示アイコン（ ）をクリックすると、読

み取り専用モードで子孫ドメインのデバイスを表示できます。

ステップ 3 [デバイス（Device）]タブをクリックします。

ステップ 4 次の情報が表示されます。

• [全般（General）]：デバイスの一般設定を表示します（一般的なデバイスの設定（10ページ）を参
照）。

• [ライセンス（License）]：デバイスのライセンス情報を表示します（デバイスライセンスの設定（11
ページ）を参照）。

• [システム（System）]：デバイスのシステム情報を表示します（デバイスシステムの設定（11ペー
ジ）を参照）。

• [ヘルス（Health）]：デバイスの現在のヘルスステータスに関する情報を表示します（デバイスヘル
スの設定（12ページ）を参照）。

• [管理（Management）]：FirepowerManagementCenterとデバイスの間の通信チャネルに関する情報を表
示します（デバイス管理設定（13ページ）を参照）。

• [詳細（Advanced）]：高度な機能設定に関する情報を表示します（デバイスの詳細設定（13ページ）
を参照）。

デバイス管理設定の編集

アクセスサポートされるド

メイン数

サポートされるデ

バイス数

従来のライセンススマートライセ

ンス

Admin/Network
Admin

リーフのみいずれか（Any）いずれか（Any）いずれか（Any）

デバイス管理の基本
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（デバイスの CLIを使用するなどして）デバイスを FMCに追加した後にそのデバイスのホス
ト名または IPアドレスを編集する場合は、次の手順を使用して管理側の FMCのホスト名また
は IPアドレスを手動で更新する必要があります。

ステップ 1 [Devices] > [Device Management]を選択します。

ステップ 2 管理オプションを変更するデバイスの横にある [Edit]アイコン（ ）をクリックします。

マルチドメイン展開では、リーフドメインにいない場合、システムによって切り替えるように求められま

す。

ステップ 3 [デバイス（Device）]タブをクリックし、[管理（Management）]領域を表示します。

スタック構成のデバイスの場合、アプライアンスエディタの [デバイス（Devices）]ページで、
個々のデバイスの管理オプションを変更します。

ヒント

ステップ 4 [Edit]アイコン（ ）をクリックして [ホスト（Host）]の IPアドレスまたはホスト名を編集します。

[管理（Management）]ダイアログボックスで、[ホスト（Host）]フィールドの名前または IPアドレスを変
更し、[保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 （任意）リモート管理を無効にします。

スライダ（ ）をクリックしてデバイスの管理を有効または無効にします。管理を無効化すると、

FirepowerManagement Centerとデバイス間の接続がブロックされますが、FirepowerManagement Centerから
デバイスは削除されません。デバイスを管理する必要がなくなった場合は、Firepower Management Center
からのデバイスの削除（9ページ）を参照してください。

次のタスク

•設定変更を展開します。設定変更の展開を参照してください。

一般的なデバイス設定の編集

アクセスサポートされるド

メイン数

サポートされるデ

バイス数

従来のライセンススマートライセ

ンス

Admin/Network
Admin

リーフのみいずれか（Any）いずれか（Any）いずれか（Any）

デバイス管理の基本
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ステップ 1 [Devices] > [Device Management]を選択します。

ステップ 2 変更するデバイスの横にある編集アイコン（ ）をクリックします。

マルチドメイン展開では、リーフドメインにいない場合、システムによって切り替えるように求められま

す。

ステップ 3 [デバイス（Device）]をクリックします。

ステップ 4 [一般（General）]セクションで、編集アイコン（ ）をクリックします。

ステップ 5 [名前（Name）]に、管理対象デバイスの名前を入力します。

スタック構成のデバイスの場合、アプライアンスエディタの [スタック（Stack）]ページで、ス
タックでデバイスに割り当てられている名前を編集します。アプライアンスエディタの [デバイ
ス（Devices）]ページでは、個々のデバイスに割り当てられているデバイス名を編集できます。

ヒント

ステップ 6 [パケットの転送（Transfer Packets）]設定を変更します。

•パケットデータをイベントと一緒に Firepower Management Centerに保存できるようにするには、[パ
ケットの転送（Transfer Packets）]チェックボックスをオンにします。

•管理対象デバイスがイベントと一緒にパケットデータを送信できないようにするには、このチェック
ボックスをオフにします。

ステップ 7 [強制展開（Force Deploy）]をクリックし、デバイスに現在のポリシーとデバイス設定の展開を強制しま
す。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックします。

次のタスク

•設定変更を展開します。設定変更の展開を参照してください。

デバイス設定のコピー

新しいデバイスをネットワークに展開する場合、新しいデバイスを手動で再設定する代わり

に、事前設定されているデバイスの設定とポリシーを簡単にコピーすることができます。

アクセスサポートされるド

メイン数

サポートされるデ

バイス数

従来のライセンススマートライセ

ンス

Admin/Network
Admin

リーフのみFirepower Threat
Defense

いずれか（Any）いずれか（Any）

始める前に

次の項目を確認します。

デバイス管理の基本
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•送信元と宛先の Firepower Threat Defenseデバイスが同じモデルであり、同じバージョンの
Firepowerソフトウェアを実行している。

•送信元がスタンドアロン Firepower Threat Defenseデバイスまたは Firepower Threat Defense
高可用性ペアである。

•宛先のデバイスがスタンドアロン Firepower Threat Defenseデバイスである。

•送信元と宛先の Firepower Threat Defenseデバイスに同じ数の物理インターフェイスがあ
る。

•送信元と宛先の Firepower Threat Defenseデバイスが同じファイアウォールモード（ルー
テッドまたはトランスペアレント）になっている。

•送信元と宛先の Firepower Threat Defenseデバイスが同じセキュリティ認定コンプライアン
スモードになっている。

•送信元と宛先の Firepower Threat Defenseデバイスが同じドメインにある。

•送信元または宛先 Firepower Threat Defenseデバイスのいずれでも設定の展開が進行中では
ない。

手順の概要

1. [Devices] > [Device Management]を選択します。

2. 変更するデバイスの横にある編集アイコン（ ）をクリックします。

3. [デバイス（Device）]をクリックします。
4. [全般（General）]セクションで、次のいずれかの操作を実行します。

• [デバイス設定の取得（Get Device Configuration）]アイコン（ ）をクリックして、

別のデバイスのデバイス設定を新しいデバイスにコピーします。[デバイス設定の取得
（Get Device Configuration）]ページの [デバイスの選択（Select Device）]ドロップダ
ウンリストで、送信元デバイスを選択します。

• [デバイス設定のプッシュ（Push Device Configuration）]アイコン（ ）をクリック

して、現在のデバイスのデバイス設定を新しいデバイスにコピーします。[デバイス設
定のプッシュ（Push Device Configuration）]ページの [ターゲットデバイス（Target
Device）]ドロップダウンリストで、設定をコピーする宛先を選択します。

5. （オプション）[共有ポリシーの設定を含める（Include shared policies configuration）]チェッ
クボックスを選択して、ポリシーをコピーします。

6. [OK]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Devices] > [Device Management]を選択します。

デバイス管理の基本
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ステップ 2 変更するデバイスの横にある編集アイコン（ ）をクリックします。

マルチドメイン展開では、リーフドメインにいない場合、システムによって切り替えるように求められま

す。

ステップ 3 [デバイス（Device）]をクリックします。

ステップ 4 [全般（General）]セクションで、次のいずれかの操作を実行します。

• [デバイス設定の取得（Get Device Configuration）]アイコン（ ）をクリックして、別のデバイスの

デバイス設定を新しいデバイスにコピーします。[デバイス設定の取得（Get Device Configuration）]
ページの [デバイスの選択（SelectDevice）]ドロップダウンリストで、送信元デバイスを選択します。

• [デバイス設定のプッシュ（Push Device Configuration）]アイコン（ ）をクリックして、現在のデ

バイスのデバイス設定を新しいデバイスにコピーします。[デバイス設定のプッシュ（Push Device
Configuration）]ページの [ターゲットデバイス（Target Device）]ドロップダウンリストで、設定をコ
ピーする宛先を選択します。

ステップ 5 （オプション）[共有ポリシーの設定を含める（Include shared policies configuration）]チェックボックスを
選択して、ポリシーをコピーします。

ACポリシー、NAT、プラットフォーム設定、および FlexConfigポリシーなどの共有ポリシーは、複数の
デバイス間で共有できます。

ステップ 6 [OK]をクリックします。

デバイス設定のコピータスクのステータスは、メッセージセンターの [タスク（Tasks）]タブでモニタで
きます。

デバイス設定のコピータスクが開始されると、ターゲットデバイスの設定が削除され、送信

元デバイスの設定が宛先のデバイスにコピーされます。

デバイス設定のコピータスクの完了後に、ターゲットデバイスを元の設定に戻すことはでき

ません。

警告

デバイスライセンスの有効化と無効化

アクセスサポートされるド

メイン数

サポートされるデ

バイス数

従来のライセンススマートライセ

ンス

Admin/Network
Admin

リーフのみいずれか（Any）いずれか（Any）いずれか（Any）

Firepower Management Centerで使用可能なライセンスがある場合、デバイスでそのライセンス
を有効にすることができます。

デバイス管理の基本
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ステップ 1 [Devices] > [Device Management]を選択します。

ステップ 2 ライセンスを有効または無効にするデバイスの横にある編集アイコン（ ）をクリックします。

マルチドメイン展開では、リーフドメインにいない場合、システムによって切り替えるように求められま

す。

ステップ 3 [デバイス（Device）]タブをクリックします。

スタック構成のデバイスの場合、アプライアンスエディタの [スタック（Stack）]ページで、ス
タックに対してラインセンスを有効または無効にします。

ヒント

ステップ 4 [ライセンス（License）]セクションで、編集アイコン（ ）をクリックします。

ステップ 5 管理対象デバイスに対して有効または無効にするライセンスの横にあるチェックボックスをオンまたはオ
フにします。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

次のタスク

•設定変更を展開します。設定変更の展開を参照してください。

関連トピック

Firepowerライセンスについて

詳細なデバイス設定の編集

アプリケーションバイパス、ローカルルータトラフィックのインスペクション、および高速

パスのルールを設定できます。

自動アプリケーションバイパスの設定

アクセスサポートされるド

メイン数

サポートされるデ

バイス数

従来のライセンススマートライセ

ンス

Admin Network
Admin

リーフのみいずれか（Any）いずれか（Any）いずれか（Any）

Automatic Application Bypass（AAB）機能は、インターフェイスでのパケット処理時間に制限
を設け、この時間を超過した場合、パケットに検出のバイパスを許可します。この機能は任意

の展開で使用できますが、インライン展開ではとりわけ価値があります。

パケット処理の遅延は、ネットワークで許容できるパケットレイテンシとバランスを取って調

整します。Snort内での不具合やデバイスの誤った設定が原因で、トラフィックの処理時間が
指定のしきい値を超えると、AABにより、その障害発生から10分以内にSnortが再起動され、
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トラブルシューティングデータが生成されます。このデータを分析することで、過剰な処理時

間の原因を調査できます。

一般に、遅延しきい値を超えた後は、高速パスパケットに対して侵入ポリシーの [ルール遅延
しきい値（Rule Latency Thresholding）]を使用します。[ルール遅延しきい値（Rule Latency
Thresholding）]により、エンジンがシャットダウンされたり、しきい値データが生成されるこ
とはありません。

検出がバイパスされると、デバイスがヘルスモニタリングアラートを生成します。

AABはデフォルトで無効になっています。AABを有効にするには、次の手順を実行します。

単一パケットに過剰な処理時間がかかっている場合、AABがアクティブになります。AABの
アクティブ化は、いくつかのパケットのインスペクションを一時的に中断する Snortプロセス
を部分的に再起動します。この中断中にトラフィックがドロップされるか、それ以上インスペ

クションが行われずに受け渡されるかは、ターゲットデバイスがトラフィックを処理する方法

に応じて異なります。詳細はSnort®の再起動によるトラフィックの動作を参照してください。

注意

ステップ 1 [Devices] > [Device Management]を選択します。

ステップ 2 高度なデバイス設定を編集するデバイスの横にある編集アイコン（ ）をクリックします。

マルチドメイン展開では、リーフドメインにいない場合、システムによって切り替えるように求められま

す。

ステップ 3 [デバイス（Device）]タブ（またはスタック構成のデバイスの場合は [スタック（Stack）]タブ）をクリッ

クし、[詳細（Advanced）]セクションの編集アイコン（ ）をクリックします。

ステップ 4 [自動アプリケーションバイパス（Automatic Application Bypass）]をオンにします。

ステップ 5 [バイパスしきい値（Bypass Threshold）]に 250～ 60,000ミリ秒を入力します。デフォルト設定は 3000ミ
リ秒（ms）です。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

次のタスク

•設定変更を展開します。設定変更の展開を参照してください。

ローカルルータトラフィックの検査

アクセスサポートされるド

メイン数

サポートされるデ

バイス数

従来のライセンススマートライセ

ンス

Admin/Network
Admin

リーフのみ7000 & 8000シ
リーズ

いずれか（Any）いずれか（Any）
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ローカル内トラフィックがレイヤ3展開のモニタルールと一致する場合、そのトラフィックは
検査をバイパスすることがあります。トラフィックの検査を確認するには、[ローカルルータ
トラフィックの検査（Inspect Local Router Traffic）]を有効にします。

ステップ 1 [Devices] > [Device Management]を選択します。

ステップ 2 高度なデバイス設定を編集するデバイスの横にある編集アイコン（ ）をクリックします。

マルチドメイン展開では、リーフドメインにいない場合、システムによって切り替えるように求められま

す。

ステップ 3 [デバイス（Devices）]タブ（スタック構成のデバイスの場合は [スタック（Stack）]タブ）をクリックし

て、[詳細（Advanced）]セクションの編集アイコン（ ）をクリックします。

ステップ 4 7000または 8000シリーズデバイスがルータとして展開されている場合は、[ローカルルータトラフィッ
クの検査]をオンにして、例外トラフィックを検査します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

次のタスク

•設定変更を展開します。設定変更の展開を参照してください。

高速パスルールの設定（8000シリーズ）

アクセスサポートされるド

メイン数

サポートされるデ

バイス数

従来のライセンススマートライセ

ンス

Admin/Network
Admin

リーフのみ8000シリーズいずれか（Any）該当なし

トラフィック処理の初期形式として、8000シリーズ高速パスルールでは、それ以上のインス
ぺクションやロギングを行わずに 8000シリーズデバイスを介してトラフィックを直接送信で
きます。（パッシブ展開では、8000シリーズ高速パスルールは単に分析を停止します）。各
8000シリーズ高速パスルールは、特定のセキュリティゾーンまたはインラインインターフェ
イスセットに適用されます。8000シリーズ高速パスルールはハードウェアレベルで機能する
ため、高速パストラフィックには、次の単純な外部ヘッダーの基準のみを使用できます。

•イニシエータおよびレスポンダ IPアドレスまたはアドレスブロック

•プロトコル、および TCPと UDPの場合は、発信側および応答側のポート

• VLAN ID（Admin. VLAN ID）

デフォルトでは、8000シリーズ高速パスルールは指定した発信側から指定した応答側への接
続に影響します。ルールの基準を満たすすべての接続を高速パス処理するには、どちらのホス

トが発信側か応答側かに関係なく、ルールを双方向にすることができます。
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同様の機能を実行しますが、8000シリーズ高速パスルールはプレフィルタポリシーで設定す
る高速パストンネルやプレフィルタルールに関連しません。

（注）

[任意（Any）]以外のポートを TCPまたは UDPのトラフィックに指定すると、一致するフラ
グメント化トラフィックの最初のフラグメントのみに高速パスの処理が実行されます。その他

のすべてのフラグメントは転送され、さらに詳しい検査が行われます。これは、高速パスルー

ルに一致する必要があるすべての IPヘッダー情報が各フラグメントの IPヘッダーに含まれて
おり、後続のフラグメントにはポートを識別するフィールドが含まれていない場合、8000シ
リーズはフラグメント化されたトラフィックのみに高速パス処理を実行するためです。

（注）

ステップ 1 [Devices] > [Device Management]を選択します。

ステップ 2 ルールを設定する 8000シリーズデバイスの横にある編集アイコン（ ）をクリックします。

マルチドメイン展開では、リーフドメインにいない場合、システムによって切り替えるように求められま

す。

ステップ 3 [デバイス（Device）]タブ（またはスタック構成のデバイスの場合は [スタック（Stack）]タブ）をクリッ

クし、[詳細（Advanced）]セクションの編集アイコン（ ）をクリックします。

ステップ 4 [新しい IPv4ルール（New IPv4 Rule）]または [新しい IPv6ルール（New IPv6 Rule）]をクリックします。

ステップ 5 [ドメイン（Domain）]ドロップダウンリストから、インラインセットまたはパッシブセキュリティゾー
ンを選択します。

ステップ 6 高速パス処理するトラフィックを設定します。トラフィックは高速パス処理のためのすべての条件を満た
している必要があります。

• [イニシエータ（Initiator）]および [レスポンダ（Responder）]（必須）：発信側および応答側の IPア
ドレスまたはアドレスブロックを入力します。

• [プロトコル（Protocol）]：プロトコルを選択するか、[すべて（All）]を選択します。
• [イニシエータポート（Initiator Port）]および [レスポンダポート（Responder Port）]：TCPおよびUDP
トラフィックの場合は、イニシエータポートとレスポンダポートを入力します。フィールドを空白の

ままにするか、Anyと入力して、すべての TCPまたは UDPトラフィックに一致するようにします。
ポートのカンマ区切りリストを入力できますが、ポート範囲を入力することはできません。

• [VLAN ID]：VLAN IDを入力します。フィールドを空白のままにするか、Anyと入力して、VLANタ
グに関係なくすべてのトラフィックに一致するようにします。

ステップ 7 （オプション）ルールを [双方向（Bidirectional）]にします。

ステップ 8 [保存（Save）]をクリックしてから、もう一度 [保存（Save）]をクリックします。
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次のタスク

設定変更を展開します。設定変更の展開を参照してください。

システムシャットダウンの管理

アクセスサポートされるド

メイン数

サポートされるデ

バイス数

従来のライセンススマートライセ

ンス

Admin/Network
Admin

リーフのみすべて（ASA
FirePOWERを除
く）

いずれか（Any）いずれか（Any）

Firepowerシステムのユーザインターフェイスでは、ASAFirePOWERのシャットダウンまたは
再起動はできません。それぞれのデバイスをシャットダウンする方法の詳細については、ASA
の資料を参照してください。

（注）

ステップ 1 [Devices] > [Device Management]を選択します。

ステップ 2 再起動するデバイスの横にある編集アイコン（ ）をクリックします。

マルチドメイン展開では、リーフドメインにいない場合、システムによって切り替えるように求められま

す。

ステップ 3 [デバイス（Device）]タブをクリックします。

スタックに含まれるデバイスの場合、アプライアンスエディタの [デバイス（Devices）]ページ
で、個々のデバイスをシャットダウンまたは再起動します。

ヒント

ステップ 4 デバイスをシャットダウンするには、[システム（System）]セクションでデバイスのシャットダウンアイ

コン（ ）をクリックします。

ステップ 5 プロンプトが表示されたら、デバイスのシャットダウンを確認します。

ステップ 6 デバイスを再起動するには、デバイスの再起動アイコン（ ）をクリックします。

ステップ 7 プロンプトが表示されたら、デバイスを再起動することを確認します。

インターフェイステーブルビュー
ハードウェアビューの下にあるインターフェイステーブルビューには、デバイスで使用可能

なすべてのインターフェイスが一覧表示されます。テーブル内のナビゲーションツリーを展開

すると、設定されているすべてのインターフェイスを表示できます。インターフェイスの横に
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ある矢印アイコンをクリックして、インターフェイスを縮小または展開することで、サブコン

ポーネントの非表示/表示を切り替えることができます。このインターフェイステーブルビュー
には、各インターフェイスに関する要約情報も表示されます。

表 7 :従来のデバイスのインターフェイス

説明フィールド

各インターフェイスタイプは、タイプとリンクステート（該当する場合）

を示す固有のアイコンによって表されます。名前またはアイコンの上にポ

インタを置くと、追加情報を含むツールチップが表示されます。インター

フェイスアイコンについては、インターフェイスアイコンを参照してく

ださい。

アイコンでは、インターフェイスの現在のリンク状態を示す表示方法が使

用されています。次の 3つの状態のいずれかが表示されます。

•エラー（ ）

•障害（ ）

•使用不可（ ）

論理インターフェイスのリンク状態は、親物理インターフェイスのリンク

状態と同じです。 ASA FirePOWERモジュールはリンク状態を表示しませ
ん。無効化されたインターフェイスは、半透明のアイコンで表されます。

アイコンの右側に表示されるインターフェイス名は自動生成されます。た

だし、ハイブリッドインターフェイスと ASA FirePOWERインターフェイ
スの名前はユーザが定義します。ASA FirePOWERインターフェイスにつ
いては、名前が付けられており、リンクを持つ有効なインターフェイスの

みが表示されることに注意してください。

物理インターフェイスでは、物理インターフェイスの名前が表示されま

す。論理インターフェイスでは、物理インターフェイスの名前と、割り当

てられている VLANタグが表示されます。

ASA FirePOWERインターフェイスでは、複数のセキュリティコンテキス
トがある場合は、セキュリティコンテキストの名前とインターフェイスの

名前が表示されます。セキュリティコンテキストが1つしかない場合は、
インターフェイスの名前のみが表示されます。

Name

インターフェイスが割り当てられているセキュリティゾーン。セキュリ

ティゾーンを追加または編集するには、編集アイコン（ ）をクリック

します。

セキュリティ

ゾーン（Security
Zone）

インターフェイスが割り当てられているインラインセット、仮想スイッ

チ、または仮想ルータ。

[Used by]
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説明フィールド

スイッチド機能およびルーテッド機能で有効にされているインターフェイ

スに対して表示されるMACアドレス。

NGIPSvデバイスの場合、表示されたMACアドレスにより、デバイス上
に設定されたネットワークアダプタと、[インターフェイス（Interfaces）]
ページに表示されるインターフェイスを対応させることができます。

MACアドレス
（MACAddress）

インターフェイスに割り当てられた IPアドレス。マウスのポインタを IP
アドレスの上に重ねると、その IPアドレスがアクティブであるかを確認
できます。非アクティブな IPアドレスはグレー表示されます。

IPアドレス
（7000/8000シ
リーズのみ）

表 8 : FTDインターフェイス

説明フィールド

インターフェイス ID。フェールオーバーリンクまたはクラスタ制御リン
クのインターフェイスの場合、インターフェイス設定は表示専用です。

インターフェイス

インターフェイスの構成名。論理名（Logical
Name）

インターフェイスのタイプ：[物理（Physical）]、[サブインターフェイス
（SubInterface）]、[EtherChannel]、[冗長（Redundant）]、または [ブリッジ
グループ（BridgeGroup）]（トランスペアレントファイアウォールモード
のみ）。

タイプ（Type）

インターフェイスが割り当てられているセキュリティゾーンまたはイン

ターフェイスグループ。

インターフェイス

オブジェクト

（Interface
Object）

インターフェイスのMACアドレス。高可用性の場合、アクティブなMAC
アドレスとスタンバイ状態のMACアドレスの両方が表示されます。

MACアドレス
（MACAddress）
（アクティブ/ス
タンバイ）

インターフェイスに割り当てられている IPアドレス。括弧で示されるア
ドレス割り当てのタイプ：[静的（Static）]、[DHCP]、または [PPPoE]。

[IPアドレス（IP
Address）]

デバイスグループ管理
Firepower Management Centerでデバイスをグループ化すると、複数のデバイスへのポリシーの
展開やアップデートのインストールを簡単に行えます。グループに属するデバイスのリスト

は、展開または縮小表示できます。デフォルトでは、このリストは縮小表示されます。
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マルチドメイン展開では、リーフドメイン内でのみデバイスグループを作成できます。Firepower
Management Centerをマルチテナンシー向けに設定すると既存のデバイスグループは削除され
ます。デバイスグループはリーフドメインレベルで再度追加できます。

デバイスグループの追加

アクセスサポートされるド

メイン数

サポートされるデ

バイス数

従来のライセンススマートライセ

ンス

Admin/Network
Admin

リーフのみいずれか（Any）いずれか（Any）いずれか（Any）

デバイスグループにより、複数デバイスへのポリシーの割り当てとインストール更新が簡単に

できます。

スタック内またはハイアベイラビリティペア内のプライマリデバイスをグループに追加する

と、両方のデバイスがグループに追加されます。デバイスのスタック構成を解除またはハイア

ベイラビリティペアを分解しても、これらのデバイスは両方ともグループに属したままになり

ます。

ステップ 1 [Devices] > [Device Management]を選択します。

ステップ 2 [追加（Add）]ドロップダウンメニューから、[グループの追加（Add Group）]を選択します。

ステップ 3 名前を入力します。

ステップ 4 [使用可能なデバイス（Available Devices）]から、デバイスグループに追加するデバイスを 1つ以上選択し
ます。複数のデバイスを選択する場合は、Ctrlまたは Shiftキーを押しながらクリックします。

ステップ 5 [追加（Add）]をクリックして、選択したデバイスをデバイスグループに追加します。

ステップ 6 [OK]をクリックして、デバイスグループを追加します。

デバイスグループの編集

アクセスサポートされるド

メイン数

サポートされるデ

バイス数

従来のライセンススマートライセ

ンス

Admin/Network
Admin

リーフのみいずれか（Any）いずれか（Any）いずれか（Any）

任意のデバイスグループに含まれる一連のデバイスを変更できます。アプライアンスは、現行

のグループから削除してからでないと、新しいグループに追加できません。

アプライアンスを新しいグループに移動しても、そのアプライアンスのポリシーが、新しいグ

ループにすでに割り当てられているポリシーに変更される訳ではありません。グループのポリ

シーを新しいデバイスに割り当てる必要があります。
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スタック内またはデバイスのハイアベイラビリティペア内のプライマリデバイスをグループ

に追加すると、両方のデバイスがグループに追加されます。デバイスのスタック構成を解除ま

たはハイアベイラビリティペアを分解しても、これらのデバイスは両方ともグループに属し

たままになります。

マルチドメイン展開では、デバイスグループは、それらが作成されたドメイン内でのみ編集で

きます。

ステップ 1 [Devices] > [Device Management]を選択します。

ステップ 2 編集するデバイスグループの横にある編集アイコン（ ）をクリックします。

ステップ 3 必要に応じて、[名前（Name）]フィールドに、グループの新しい名前を入力します。

ステップ 4 [使用可能なデバイス（Available Devices）]から、デバイスグループに追加するデバイスを 1つ以上選択し
ます。複数のデバイスを選択する場合は、Ctrlまたは Shiftキーを押しながらクリックします。

ステップ 5 [追加（Add）]をクリックして、選択したデバイスをデバイスグループに追加します。

ステップ 6 必要に応じて、デバイスグループからデバイスを削除するには、削除するデバイスの横にある削除アイコ

ン（ ）をクリックします。

ステップ 7 [OK]をクリックして、デバイスグループに加えた変更を保存します。

Firepower 1000/2100シリーズの SNMPの設定
簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）は、SNMPマネージャとエージェント間の通信用
メッセージフォーマットを提供する、アプリケーションレイヤプロトコルです。SNMPでは、
ネットワーク内のデバイスのモニタリングと管理に使用する標準フレームワークと共通言語が

提供されます。

SNMPフレームワークは 3つの部分で構成されます。

• SNMPマネージャ：SNMPを使用してネットワークデバイスのアクティビティを制御し、
モニタリングするシステム。

• SNMPエージェント：Firepowerシャーシのデータを維持し、必要に応じてそのデータを
SNMPマネージャに報告する Firepower 1000/2100シャーシ内のソフトウェアコンポーネ
ント。Firepowerシャーシには、エージェントと一連のMIBが含まれています。SNMPエー
ジェントを有効にし、マネージャとエージェント間のリレーションシップを作成するに

は、Firepower Management Centerで SNMPを有効にし、設定します。

•管理情報ベース（MIB）：SNMPエージェント上の管理対象オブジェクトのコレクショ
ン。

Firepower 1000/2100シャーシは、SNMPv1、SNMPv2c、および SNMPv3をサポートします。
SNMPv1およびSNMPv2cはどちらも、コミュニティベース形式のセキュリティを使用します。
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Firepower 1000/2100の SNMPの有効化と SNMPプロパティの設定

この手順は、Firepower 2100と Firepower 1000シリーズのデバイスのみに適用されます。（注）

ステップ 1 [デバイス（Devices）] > [デバイス管理（Device Management）]を選択します。

ステップ 2 [SNMP]タブをクリックします。

ステップ 3 次のフィールドに入力します。

説明名前

SNMPが有効化かディセーブルか。システムにSNMPサーバとの統合
が含まれる場合にだけこのサービスをイネーブルにします。

[Admin State]チェックボックス

Firepowerシャーシが SNMPホストと通信するためのポート。デフォ
ルトポートは変更できません。

[Port]フィールド

Firepowerシャーシが SNMPホストに送信するトラップメッセージに
含まれるデフォルトの SNMP v1または v2コミュニティの名前、ある
いは SNMP v3のユーザ名。

1～ 32文字の英数字文字列を入力します。@（アットマーク）、
\（バックスラッシュ）、"（二重引用符）、?（疑問符）または空欄ス
ペースは使用しないでください。デフォルトは publicです。

[コミュニティ（Community）]フィールドがすでに設定されている場
合、空白フィールドの右側のテキストは [設定：はい（Set: Yes）]と
なることに注意してください。[コミュニティ（Community）]フィー
ルドに値が入力されていない場合、空白フィールドの右側のテキスト

は [設定：いいえ（Set: No）]となります。

[コミュニティ（Community）]
フィールド

SNMP実装の担当者の連絡先。

電子メールアドレス、名前、電話番号など、255文字までの文字列を
入力します。

[システム管理者名（SystemAdmin
Name）]フィールド

SNMPエージェント（サーバ）が実行するホストの場所。

最大 510文字の英数字を入力します。

[Location]フィールド

ステップ 4 [Save]をクリックします。

次のタスク

SNMPトラップおよびユーザを作成します。
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Firepower 1000/2100の SNMPトラップの作成

この手順は、Firepower 2100と Firepower 1000シリーズのデバイスのみに適用されます。（注）

ステップ 1 [デバイス（Devices）] > [デバイス管理（Device Management）]を選択します。

ステップ 2 [SNMP]タブをクリックします。

ステップ 3 [SNMPトラップ設定（SNMP Traps Configuration）]領域で、[追加（Add）]をクリックします。

ステップ 4 [SNMPトラップ設定（SNMPTrapConfiguration）]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力しま
す。

説明名前

Firepowerシャーシからのトラップを受信する SNMPホストのホスト
名または IPアドレス。

[Host Name]フィールド

FirepowerシャーシがSNMPホストに送信するトラップに含めるSNMP
v1または v2コミュニティ名あるいは SNMP v3ユーザ名。これは、
SNMPサービスに設定されたコミュニティまたはユーザ名と同じであ
る必要があります。

1～ 32文字の英数字文字列を入力します。@（アットマーク）、
\（バックスラッシュ）、"（二重引用符）、?（疑問符）または空欄ス
ペースは使用しないでください。

[コミュニティ（Community）]
フィールド

FirepowerシャーシがSNMPホストとのトラップの通信に使用するポー
ト。

1～ 65535の整数を入力します。

[Port]フィールド

トラップに使用されるSNMPバージョンおよびモデル。次のいずれか
になります。

• V1

• [V2]

• [V3]

[Version]フィールド

バージョンとして [V2]または [V3]を選択した場合に、送信するトラッ
プのタイプ。次のいずれかになります。

• [Traps]

• nforms

[Type]フィールド
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説明名前

バージョンとして [V3]を選択した場合に、トラップに関連付ける権
限。次のいずれかになります。

• [Auth]：認証あり、暗号化なし

• [Noauth]：認証なし、暗号化なし

• [Priv]：認証あり、暗号化あり

[特権（Privilege）]フィールド

ステップ 5 [OK]をクリックして、[SNMPトラップ設定（SNMPTrapConfiguration）]ダイアログボックスを閉じます。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

Firepower 1000/2100の SNMPユーザの作成

この手順は、Firepower 2100と Firepower 1000シリーズのデバイスのみに適用されます。（注）

ステップ 1 [デバイス（Devices）] > [デバイス管理（Device Management）]を選択します。

ステップ 2 [SNMP]タブをクリックします。

ステップ 3 [SNMPユーザ設定（SNMP Users Configuration）]領域で、[追加（Add）]をクリックします。

ステップ 4 [SNMPユーザ設定（SNMP User Configuration）]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力しま
す。

説明名前

SNMPユーザに割り当てられるユーザ名。

32文字までの文字または数字を入力します。名前は文字で始まる必要
があり、_（アンダースコア）、.（ピリオド）、@（アットマーク）、
-（ハイフン）も指定できます。

[Username]フィールド

許可タイプ：SHA。[認証アルゴリズムタイプ（Auth
Algorithm Type）]フィールド

オンにすると、このユーザに AES-128暗号化が使用されます。[AES-128を使用（Use AES-128）]
チェックボックス

ユーザのパスワード。[認証パスワード（Authentication
Password）]フィールド

確認のためのパスワードの再入力。[確認（Confirm）]フィールド
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説明名前

ユーザのプライバシーパスワード。[暗号化パスワード（Encryption
Password）]フィールド

確認のためのプライバシーパスワードの再入力。[確認（Confirm）]フィールド

ステップ 5 [OK]をクリックして、[SNMPユーザ設定（SNMP User Configuration）]ダイアログボックスを閉じます。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

デバイス管理の基本

31

デバイス管理の基本

Firepower 1000/2100の SNMPユーザの作成



デバイス管理の基本

32

デバイス管理の基本

Firepower 1000/2100の SNMPユーザの作成


	デバイス管理の基本
	デバイス管理について
	Firepower Management Center について
	Firepower Management Center で管理できるデバイス
	ポリシーとイベント以外の機能
	NAT 環境

	[デバイス管理（Device Management）] ページ
	管理対象デバイスのフィルタリング

	リモート管理の設定
	Firepower Management Center へのデバイスの追加
	Firepower Management Center からのデバイスの削除
	デバイス コンフィギュレーションの設定
	一般的なデバイスの設定
	デバイス ライセンスの設定
	デバイス システムの設定
	デバイス ヘルスの設定
	デバイス管理設定
	デバイスの詳細設定
	デバイス情報の表示
	デバイス管理設定の編集
	一般的なデバイス設定の編集
	デバイス設定のコピー
	デバイス ライセンスの有効化と無効化
	詳細なデバイス設定の編集
	自動アプリケーション バイパスの設定
	ローカル ルータ トラフィックの検査
	高速パス ルールの設定（8000 シリーズ）

	システム シャットダウンの管理

	インターフェイス テーブル ビュー
	デバイス グループ管理
	デバイス グループの追加
	デバイス グループの編集

	Firepower 1000/2100 シリーズの SNMP の設定
	Firepower 1000/2100 の SNMP の有効化と SNMP プロパティの設定
	Firepower 1000/2100 の SNMP トラップの作成
	Firepower 1000/2100 の SNMP ユーザの作成



